
2018-07-12 

1 

  批判的言語教育国際シンポジウム (2018.7.1) 
 

内容重視の批判的日本語教育における 

協働的内省活動の可能性 

梨花女子大学校 

金志宣 

jiskim@ewha.ac.kr 

 １．コース概要 

 ２．内省活動を取り入れた日本語授業実践 

    － 協働的内省活動 

 ３．授業実践の活動例 

    ー 個別内省、内省シェアリング＆コメント 

 ４．内省活動の意義 

    ー メタ内省 

 ５．まとめと今後の課題 

2 

全体の流れ 
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1. コース概要 

 授業の概要 

• 授業：韓国の大学  『時事日本語』 （専攻選択科目）           

      15週（週2回、 1回75分、全26回） 

            ニュース（社会・経済・文化などの内容） 
 

• 対象：韓国人日本語学習者 13人（上級レベル） 

      日本語母語話者 10人（交換留学生、学部生） 
 

• 目標：日本語の言語知識・スキルを身につける 

       ニュースの背景知識・現状を知る、批判的に考える 

      内省力を育む、批判的思考の素地を作る 

    → 言語活動と並行し、内容を重視する授業デザイン         
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1. コース概要 

 授業のテーマ 

         

          

   

テキスト 『ニュースの日本語聴解』 から 

3/ 8,13.        眠い日本人 

3/15,20,22.    日本は安全な国 

3/27,29.       日本人の国民性 

4/3,5,10.      ネットにいじめ動画 

4/12,24,26.   飼い犬に税金 

5/ 1.         駅のホームでの事故 

5/ 3.         生活保護率 

5/ 8.         一人暮らしの高齢者 

5/10.         殺人事件の時効 

5/15.         食料自給率 

5/17.         増大する食品ロス 

5/22,24,29,31,6/5.   「食の問題」 

6/7,12.       新入社員のタイプ 
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1. コース概要 

 各回の授業構成 

   
    ㆍ各自ニュース聴解、スクリプト作成   事前課題 

    ㆍニュース聴解、スクリプト確認 
    ㆍ内容理解、日本語語彙・文型・表現の学習 
    ㆍシャドーイング、穴埋め、韓日訳 
    ㆍニュースの背景・現状・関連情報の紹介     

    ㆍグループごとのシャドーイング 
    ㆍスクリプトの相互検討・修正、質問・応答 
     （聞き間違い、表記、意味、表現など） 
    ㆍ当該話題についての話し合い（意見・感想） 

    ㆍ学習体験の振り返り、内省シート作成 

  全体活動 

  ピア活動 

  内省活動 
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 内省(reflection)  

• 広義 

 「意識的・能動的に自己に注意を向けて観察し、考え、分析して、 

  自己への理解を深めようとすること」  
 

• 学習における内省 

  「個々人が自分の体験について新たな理解や評価を見出すために 

  その体験を探求する認知的・情意的活動」 (Boud et al. 1985, 金孝卿 2008) 
 

• 協働的内省活動 

2. 内省活動を取り入れた日本語授業実践 
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 内省の難しさ  

• 自己を対象化するという困難な心的作業 

    自らをありのままに直視し受容すること、自己内対話 

• 不慣れ、戸惑い、負担、限界、抵抗感など 

• 内省への取り組み、内省のレベル・質に個人差が生じる 
 

 内省活動のデザイン・実践 

• 内省の難しさを踏まえた上で、内省活性化を目指し、 

  学習者に見合った授業デザイン・実践が求められる 

 

2. 内省活動を取り入れた日本語授業実践 
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 内省活動の段階的導入 
 

 対象化 

 焦点化 

 外化 

 共有 

 内化 

 

• ねらい：批判的思考に関わる内省力の育成 

         内省には批判的思考が必要であり、内省を通じた結果として 

       批判的思考能力・態度の育成が期待できる  (武田 2011) 

                                                    

個別内省 
 

内省シェアリング 
＆ 

コメント 

 
 
 
 

メタ内省 

2. 内省活動を取り入れた日本語授業実践 

3/ 8,13.        眠い日本人 

3/15,20,22.    日本は安全な国 

3/27,29.       日本人の国民性 

4/3,5,10.      ネットにいじめ動画 

4/12,24,26.   飼い犬に税金 

5/ 1.         駅のホームでの事故 

5/ 3.         生活保護率 

5/ 8.         一人暮らしの高齢者 

5/10.         殺人事件の時効 

5/15.         食料自給率 

5/17.         増大する食品ロス 

5/22,24,29,31,6/5.   「食の問題」 

6/7,12.       新入社員のタイプ 
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 内省活動の流れ 

         

          

   

 
個別内省 

 
 

内省シェアリング 
&  

コメント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メタ内省 

2. 内省活動を取り入れた日本語授業実践 
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3. 授業実践の活動例 

 活動例１ 【前半：ピア活動、個別内省】 
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2. 授業実践事例 

文部科学省 「安全・安心な社会の構築に資する科学技術政策に関する懇談会」報告書 
第2章.安全・安心な社会の概念 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/anzen/houkoku/04042302/1242079.htm 
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2. 授業実践事例 
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マインド・マップ作成例 
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2. 授業実践事例 
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2. 授業実践事例 
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ワークシート作成例 
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内省シート 
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内省シート作成例 
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内省シート作成例 
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 活動例１ 【前半：ピア活動、個別内省】 
 

• ねらい 

  個別内省と内省シート作成を通して、 

   学習体験への理解・評価する認知的・情意的活動 

  「何をどのように考え、ことばにするか」を意識化する。 

   対象化・焦点化・外化(可視化) 

3. 授業実践の活動例 
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3. 授業実践の活動例 

 活動例２ 【中後半：ピア活動、個別内省、内省シェアリング】 
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3. 授業実践の活動例 

 活動例２ 【中後半：ピア活動、個別内省、内省シェアリング】 
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2. 授業実践事例 
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cyber campus 画面 
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cyber campus 画面 

30 

cyber campus 画面 
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cyber campus 画面 内省作成例 
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 活動例２ 【中後半：ピア活動、個別内省、内省シェアリング】 
 

• ねらい 

  サイバーキャンパスでの内省シェアリングを通して、 

   自らの思考過程に介在する外的刺激 

  自己の考えが伝わるように要点をまとめ、他者の考えや意見を知る。 

   外化・共有 

 →自他の思考を再考し、視点の拡大・深化を図る。 

   自他の相乗作用  

3. 授業実践の活動例 
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 10.食料自給率 

 11.増大する食品ロス 

3. 授業実践の活動例 

 活動例３ 【後半：ピア活動、個別内省、内省シェアリング、コメント】 

「食の問題」 
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35 

ワークシート作成例 

36 

https://foodfirst.org/publication/world-hunger-ten-myths/  

「食の問題」   世界のコト・モノ・人のつながりを考えよう！ 
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「食の問題」   世界のコト・モノ・人のつながりを考えよう！ 
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ワークシート作成例 

39 40 

内省シート作成例 

41 

cyber campus 画面 

42 

認識変化 cyber campus 画面 
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コメント 認識変化 

44 

 活動例３ 【後半：ピア活動、個別内省、内省シェアリング、コメント】 
 

• ねらい 

  認識変化について内省、共有、コメントし合うことで内省が活性化される。 

  思考の自覚が促され、自他の考えや意見がより批判的に捉えられる。 

   内省力の育成、批判的思考の素地づくり  

3. 授業実践の活動例 
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 質問紙調査 【コース終了時：メタ内省】 
 

• 授業全体への内省 

1) 優先順位：『時事日本語』の授業を通して、自分が優先的に学習したかった 

          ことがどのくらい学習できたか。 

2) 到達目標：授業を通して、自分の到達目標にどのくらい達したと思うか、 

          そのほかに得たものがあるか。 

• 内省活動への内省（メタ内省） 

3) 内省活動の有効性：この授業での内省活動が自分にとって役立ったか、 

                  どのように役立ったか。 

4) 思考・行動への影響：内省活動が自分の思考や行動に影響を与えると思うか、 

                 それはどんな影響なのか。 

4. 内省活動の意義 
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 内省活動への内省（メタ内省） 

• 内省活動の有効性：内省活動が自分にとって役立ったか、どのように役立ったか。 

 

4. 内省活動の意義 

• 自分に足りないことは何かを知ることが
でき、改善しようとする意志を持たせる 
 

• 自分の良い面・悪い面を整理して知る
ことで、よりよくするためにはどうすればい
いかを考える機会になる 
 

• 長短所に気づき、問題点が直視でき、 
課題が整理され、改善につないでいける 
 

• 学習活動の参加態度や学習成果が  
把握できる 
 

• 学習成果を生かし、次回の準備に勤
しもうとする熱意が強まる 
 
 
 
 
 

学習活動のプロセスや成果を 
  把握・評価し、改善に導く 

• 自分を意識するようになる。自分が客観的に見られる 

• 一度考えた問題を再び考えることができ、自分がどのよう
な過程で考えたのかを吟味することができる  

• 自分がどのように考えているのか、どんな人間なのか知る
ことができ一人の人間として成長するきっかけを生み出せる 

• 自分の意見や知識が正しかったかを再び考えることがで
きこれまで考えられなかった新たな意見を持つことができる  

• 繰り返し考えることで自分の言いたいことは何か、立場は
どうか、段階的に根拠を見つけ出して述べられるようになる  

• 様々な意見を聞くことで、今後自分がどのように行動して
いくべきか気づかされる。視野が広がる  

• 学習方法について考え、学習計画を立てて実践すること
で、活動しやすくなる。  

• 自分の考えが整理でき、文章でまとめられる  

• 学習へのモチベーションが上がる 
 

自己学習能力の育成を促す 
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 内省活動への内省（メタ内省） 

• 思考・行動への影響：内省活動が自分の思考や行動に影響を与えると思うか、 

                 それはどんな影響なのか。 

4. 内省活動の意義 

• 自分がどんな意見を持っているか、それは妥当と言えるかについて再び考え、まとめることができる 
• 授業内で気づかなかった自分の意見の矛盾点などに気づくことができ、視野や考え方が広がる 
• 批判の方向が変わるというより、その根拠を探るなどして、自分がどうしてそう考えているかを深く考
えるきっかけになる。批判の質が高まる 
• より広い視野で物事が捉えられるように、思考の時間や幅を増やしてくれる 
• 新たな観点で考えることができ、自分の考えが拡張するきっかけになる 
• 自身の考えを再び整理でき、考え直したり理解を深めることができる 
• 全体を通して多角的な視点を持ち、賛否を判断したり中立的な考え方をすることが可能になる 
• 当たり前と思っていたことが当たり前でないことに気づかされる 
• 関連資料を調べ、ニュースについてそのまま受け取らず批判的な視点で検討するようになる 
• 気づきや学びを言語化することで整理でき、今後の基準を立てるのに役立つ 
• 自他の内省を比較することで自分への理解が深まり、改善の方向に進められる 
• 内省共有によって知識と思考の幅が広がり、より効率的で深い学びができる 
• あらかじめ意識を高く持つことができる。よい刺激となり意欲が強まる 
 

思考の自覚、批判的思考態度に影響を与える 48 

 内省活動の意義（メタ内省から） 

• 学習活動のプロセスや成果が把握・評価でき、改善に導いていける 

• 自己学習力の育成が促進される 

• 思考の自覚、批判的思考態度の育成に肯定的な影響を与えられる 

→協働的内省活動を通して、内省活性化の様子が確認され、 

  批判的思考の素地を作っている可能性がうかがえた。 

 

 課題 

• 内省内容の質的分析と考察 

• 内省力向上の度合い 

• 批判的思考態度の変化 

• 批判的思考能力の育成のための活動デザイン・実践 

4. 内省活動の意義 
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自己の対象化 

外化 
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個別内省 内省シェアリング 

メタ内省 

5. まとめと今後の課題 

共有 

自他の相乗作用 

内化 

内省力 批判的思考力 
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 内容重視の批判的日本語教育に向けて 
 

 言語面と内容面のバランス、学習者ニーズとの符合 

 教授者の力量(専門分野・批判的思考) 

 社会とつながる日本語教育の創意工夫 

5. まとめと今後の課題 
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